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特性の把握が重要である。本研究では、PLA の溶解性に及ぼす pH, 塩類濃度, 温度の影響を調べた。
【方法】分子量 5000 の PLA 0.2 g を pH（3, 7, 8.5, 11）, NaCl 濃度（0M, 0.01M, 0.1M）の異なる溶液
200 mL に添加し、25℃または 35℃で静置した。溶液の TOC 濃度は 1, 3, 7, 14, 28 日後に測定した。
【結果】pH11 条件で、TOC 濃度は 28 日後には 30 mg/L を超え、他の pH 条件より高かった（図 1）。
また、時間経過とともに溶解速度が減少したことから、PLA 溶解反応を一次反応式で解析した（図
2）。その結果、pH11 条件で溶解速度係数は約 1.0×10-3 d-1と大きくなり、pH3, 7 では約 0.2×10-3 d-1
であった（図 4）。また pH11 条件では、高 NaCl 濃度や高温条件で溶解速度係数が大きくなった。
以上より、PLA 溶解速度係数は高 pH 条件で増大し、高 pH 条件においては高塩類濃度や高温度で
大きいことがわかった。 
 
 図 1 異なる pH における PLA    図 2 溶解速度係数 k の算出     図 3 溶解速度係数 k の算出 
  溶解量の経時変化（25℃, 0 M NaCl）                                 （pH11, 0 M NaCl, 25℃）
 
図 4 pH, NaCl 濃度, 温度条件が溶解速度係数 k に与える影響 
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 図 1 研究対象地(中国内蒙古自治区河套灌区)         図 2 NDVI 分布図 
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最終処分場における地下水位・水質指標の特徴と観測井の分類 


















 図 1 地下水位に基づいたクラスター分析結果   図２ 地下水の水温、pH、EC に基づいたクラ
のデンドログラム                スター分析結果のデンドログラム 
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    図 1 顕熱フラックスの分布図          図２ 潜熱フラックスの分布図   
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Case B (EKF + PF)
Flood No.3






























Case B (EKF + PF)
Flood No.8
2004/12/6 2004/12/82004/12/4
（EKF: 拡張カルマンフィルタ，PF: 粒子フィルタ） 
図−４ 検証地点における洪水流量の予測例（大貫地点，3 時間先） 
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   図 1 信頼性設計法のフロー            図 2 各設計代替案の LCC(Life Cycle Cost)の比較 
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図 2 には硅砂 5 号用いて行った土粒子の移動/輸送速度の測定結果を示す．それらの図の横軸は試験時
に測定した透水係数 k や導水勾配 i から推定した土粒子の移動速度 sv （理論値）を示し，縦軸には計測
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図 1 実験装置の概要          図 2 土粒子速度の測定結果（硅砂 5 号） 
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図 1 堤体侵食の数値解析結果 
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Recently, the failure of embankments, such as levees 
and small embankment dams for irrigation reservoirs, 
has occurred more frequently because of a greater chance 
of severe typhoons and localized heavy rains. Overflow, 
a phenomenon in which the water level exceeds the 
height of the embankments, is known as a primary cause 
of embankment breaks. While major dams rarely suffer 
from overflow, relatively small embankments for levees 
and irrigation reservoirs are at a much greater risk. 
Overflow is a major threat to embankments made of 
earth materials, since it is very likely to break them. 
Interest in the failure of embankments triggered by 
overflow has been growing. 
  This article presents a series of erosion tests, using 
sand-clay mixtures as the test materials, and laboratory 
experiments of embankment breaching due to overflow, 
where the embankments were constructed with the same 
materials as those used for the erosion tests. The results 
of the erosion tests have revealed that increases in the 
clay content and the dry density of the mixtures decrease 
the erosion rates, while the value of the critical shear 
stress is not significantly affected by changes in the clay 
content or the dry density. In the laboratory experiments 
of embankment breaching caused by overflow, as shown 
in Fig.1, the relationship between the development of 
breaching and the erosion rates of the embankment 
materials was investigated in terms of the erosion at the 
Froude-critical point on the crest. The experimental 
results have revealed that the rates of decrease in 
embankment height correspond to the erosion rates of the 
embankment materials under the critical flow. This fact 
has shown that the estimation of the shear stress under 
the critical flow enables the temporal development of 
embankment breaching to be predicted with the erosion 
rates of the embankment materials. 
Fig.1 Typical profiles of embankment erosion due to overflow. 
(At the beginning of the breaching, the erosion on the downstream slope 
of the embankment was dominant, when the crest started to be eroded. 
Then, the downstream slope became very steep due to the subsequent 
erosion, while the crest was continuously eroded and the height of the 
embankment gradually decreased. After that, the top of the embankment 
surface was primarily eroded and the height constantly reduced.) 
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― 中国内蒙古自治区河套灌区を事例として ― 
13．衛星画像と農地区画データを用いた湛水田判別の試み 

























31．動的浸透流解析と CWENO スキームの適用 
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米ぬか、もみがら施用にともなうリンおよび窒素の放出特性 













100 mL ポリ容器に土壌 10 g を入れ、処理条件（米ぬか処理区、米ぬか・もみがら処理区、無添加区）
に応じて、米ぬか、もみがらを各 0.05 g 加えた。また、最大保水量の 100 %、60 %になるように蒸留水
を加え、25℃あるいは 35℃で培養した。その結果、米ぬか由来の水抽出態リンは、水分 60%の 2 条件で
は 7 日目以降温度によらず増加した。一方、水分 100%では増加しなかった（図 1）。水抽出態 PO4-P の
増加量は最大 28.8 mg kg-1であり、米ぬかとして施用した全リンの 31%であった。米ぬか施用土壌にお
ける無機態窒素は、3 日目に減少し、その後は 60%の 2 条件でやや増加し、56 日後には 60% 35℃では
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図 1 笠岡湾干拓地の流入・流出経路 
 
笠岡湾干拓地における浸入海水量の推定 




■ 概 要 ■ 
１．研究背景と目的  本研究では過去 10 年間の笠岡湾干拓
地への浸入海水量を水収支法・Na 収支法・安定同位体比法の
3 方法で推定し、近年の浸入海水量の変化傾向を調べた。 





①水収支法  …(1) 




②Na 収支法  …(2)  
 ここで、 ：浸入海水 Na 量、 ：寺間排水 Na 量、 ：片島排水 Na 量、 ：牛糞尿中 Na 量、 ：





ここで、 ：浸入海水量、 ：寺間排水量、 ：寺間海水含有 
率、 ：片島排水量、 ：片島海水含有率、 ：貯留水量である。 
３．結果と考察  表 1 に浸入海水量の推定結果を示す。10 年間 
の平均浸入海水量は水収支法が 588.1±70.9ｍｍ、Na 収支法が 592. 










































水収支 Na収支 安定同位体比 3方法の平均
(年度) (mm) (mm) (mm) (mm)
平成13年度 514.4 601.1 603.5 573.0
平成14年度 627.7 561.1 559.8 582.8
平成15年度 488.4 626.3 627.0 580.6
平成16年度 515.1 730.6 735.1 660.2
平成17年度 651.0 490.9 491.8 544.6
平成18年度 551.7 649.5 652.7 618.0
平成19年度 635.0 578.7 579.5 597.8
平成20年度 627.4 566.3 580.0 591.2
平成22年度 682.3 526.4 572.6 593.8
平均 588.1 592.3 600.2 593.6
標準偏差 70.9 70.8 67.7 32.0
 
表 1  3 方法の浸入海水量の比較 
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図 2 白色のミクロ団粒内部 SEM 画像 2.5 万倍 
図 3 白色のミクロ団粒表面 SEM 画像 1 万倍 
 
旭川河原堆積物におけるミクロ団粒の観察 




■ 概 要 ■ 
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中国内蒙古自治区河套灌区における用排水のイオン組成変化 
 Ion composition change in irrigation and drainage water in Hetao Irrigation District, Inner Mongolia, China 
河村 一樹 
Kazuki Kawamura 








３，結果と考察  ①用排水のイオン組成 図 1 は排水の陽イオン割合を表す。灌漑水の陽イオン組成
は Na イオンが全陽イオンの約 60％、Ca イオンが 15～18％、Mg イオンが 20％、K イオンはわずかであ




②土壌の陽イオン組成 水溶性陽イオンは Na が 90%近くを示したのに対し、酢酸アンモニウム抽出
による、土壌の陽イオン組成では、Ca イオンが、全陽イオン量の 60～80％を占め、次いで Na イオンが
20~40%、Mｇが 10%程度という結果となった。 
４，まとめ  灌漑水と排水の陽イオン組成を比較すると、灌漑水では相対的に Ca イオンの割合が高
く、排水では Na イオンの割合がさらに高くなる結果となった。これは、Na よりも Ca のほうが土壌に
対する吸着力が大きいため、Ca は土壌中で選択的に吸着され、Na が排水、地下水に溶出してきたと考
えられる。酢酸アンモニウム抽出陽イオン中 Ca が卓越していることから、蓄積された Ca は CaCO3、









■ 所 属 ■ 
大学院環境学研究科 博士前期課程 社会基盤環境学専攻 
 
図 1 河套灌区の用排水路の陽イオンの割合 図 2 河套灌区の Na イオンの流入・流出量 
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黒ぼく土中におけるアニオン界面活性剤の移動特性の検討 
Examination of Anionic Surfactant Movement in Andisol 
増野 志保子 
Shihoko Masuno 






DBS C12H25C6H4SO3Na 臨界ミセル濃度：0.33mM)直径 2cm，高さ 3cmのカラムを用いた。所定 pH(4.5，
5.5，6.5)に平衡させた土壌試料を準備する。0.1MNaCl 溶液を飽和浸透させ，それから界面活性剤溶液
を流入させフラクションコレクターで流出液を採取して流出液の濃度、溶存腐植量、飽和透水係数、
pH を測定した。相対濃度が 1 になった後流入液を 0.1MNaCl 溶液に切り替え同様の測定を行った。界
面活性剤溶液は 0.05，0.5mmol/L の 2 種類の濃度で浸透させた。 











■ 所 属 ■ 
岡山大学大学院環境学研究科 博士前期課程 社会基盤環境学専攻 
■ 掲載先 ■ 




図 1 流出濃度曲線(DBS0.05mM) 図２ 流出濃度曲線(pH6.5) 
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衛星リモートセンシングを用いた蒸発量と塩類集積の空間分布の分析 
-中国内蒙古自治区河套灌区を事例として- 
Analysis on spatial distribution of evaporation and saline land using satellite remote sensing 




























衛星画像 リモートセンシング 塩害地 
■ 所 属 ■ 
大学院環境学研究科 博士前期課程 社会基盤環境学専攻 
■ 掲載先 ■ 
社団法人 農業農村工学会発行，平成 23 年度農業農村工学会大会講演会講演要旨集，pp.800-801 
査読：なし，言語：日本語
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衛星画像と農地区画データを用いた湛水田判別の試み 
―吉野川北岸土地改良区を事例として―  
Distinction of the inundated paddy fields applying satellite remote sensing 
- A case study of the Yoshinogawa-Hokugan Land Improvement District - 
堀部 真誠 Makoto HORIBE 











１）PALSAR を用いた湛水田の判別 PALSAR はマイクロ波センサであるため，天気に関係な
く 23 日ごとに観測可能であるという特長を持つ。PALSAR より求めた水田湛水率の推移（対象
地域全域の平均値）を図１似示す。図に示すように，HH と HV という２つの観測モードが存在
するが，HH は推計精度が低く，HV はある程度の精度が期待できることが示された。しかしな





















環境管理工学科 守田 秀則 
■キーワード■ 
水田，湛水，リモートセンシング，ＧＩＳ 


















図 1 PALSAR 画像より求めた水田堪水率の推移 図 2 MODIS 画像より求めた画素内水面率の推移
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温暖化が土壌水分量に与える影響に関する数値実験 




■ 概 要 ■ 
温暖化傾向により広範囲で気温や降水量など気象に変化が起こることが予想され、農業に与える影響
が懸念されている。そこで本研究では、「地球温暖化予測情報 第６巻」より RCM20 を用いて得られた
予測データをもとに、気象条件の変化が圃場の土壌水分量に与える影響を数値実験により考察した。 































■ 所 属 ■ 
大学院環境学研究科 博士前期課程 社会基盤環境学専攻 
 
平均 2.19 2.07 0.38 0.60
標準偏差 6.22 6.08 0.30 0.34
RMSE
平均 3.01 4.58 2.27 2.82
標準偏差 11.49 13.75 0.73 1.00
RMSE
平均 2.60 3.33 1.33 1.71









































      TRE Δ= ασ     
























■ 所 属 ■ 
岡山県 美作県民局 
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表 2 改修効果  
 
降雨統計モデルに基づいたため池の越流確率の算定と信頼性設計 



















再配分を行う場合を採用し改修費 C0が 8750 万円，破堤した場合の推定被害額が 5 億 7476 万 9 千円，














  越流回数 越流確率 P 
A 改修前 581 0.000581 
 改修後 0 0.000000 
B 改修前 2877 0.002877








改修前 0.250532 143998 
改修後 0.001600 88420 55579





■ 所 属 ■ 



































たり直径 6cm 厚さ 2cm の圧密容器を持つ。系全体としては 4 層分
割型では厚さ 8cm の供試体と同等である。                    
3.実験方法 ４層分割型圧密試験機を用い、試料に 40.0kPa で予備
圧密したカオリン粘土を使用する。 
 圧密応力を 40.0→80.0→160.0→320.0kPa の４段階で載荷し、圧密
時間はそれぞれ 24 時間で設定している。                              
4.解析手法 時間 t における一次圧密量と二次圧密量をそれぞれ
)(tS pri , )(sec tS 、二次圧密開始時を at とするとき沈下量 )(tS は次
式で与えられる。 
)(tS = )(tS pri ( 0e&− < e&− ) 
)(tS = )(tS pri + )(sec tS  )( 0 ee && −≥−   
一次圧密量は、線形弾性理論に基づく有限要素解析により体積圧





tHmrtS v ⋅=    
0eea
tt &&== ｜  
二次圧密の開始条件として二次圧密間隙比速度 0e&− なる速度を導
入し、逆解析により 0e&− を同定し各観測節点における at を求める。
また、逆解析手法として非線形最小二乗法を用いており、同定さ



































図 -2  40.0 → 80.0kPa 変位 - 時間曲線





























   


































２．ため池の探査 実施した探査結果を表 -1 に示す（A,B,C,D：改修
前,A,E,F,G,H：改修後）。本研究では,改修前後堤体盛土部分の Vs の比較を行
った。図-1 では、表-1 に示した改修前後の池のすべての組み合わせによる Vs
の比較を示すものである。改修前後で Vs が約 1.5 倍となり,改修によって
堤体強度が改善されたことがわかる。Vs と地盤の剛性の間には,正の相関
があることが知られているが,今井他によって Vs と N 値の関係式が導か
れている。 
{Vs：せん断弾性波速度(m/s),N：N 値} 
図-1 の相関式に基づくと,改修後の堤体は換算 N 値が約 3.6 倍上昇してい
る。実際に解析対象の A 池堤体では,改修前後の弾性波が得られており,




2 のときの N 値}        
{σv’：有効上載圧(kg/cm2) ,φ’： 内部摩擦角
(deg)} 
３．解析方法・モデル 解析には動的弾塑性 FEM プログラム
(Quake3D)2)を用いて,改修前後のため池の地震時の残留変形･ひず
みの計算を行った。地震波はレベル 2 地震動 Type1-Ⅱ種地盤を入
力する 1)。必要な土質定数は探査で得た Vs の値と既存データを基
に設定した。 





















1 )'( νσNN =
20)20(' 5.01 += Nφ
法肩水平法肩鉛直法尻水平法尻鉛直
改修前 0.100 -0.103 0.231 -0.033

































図-1 改修前後の Vs 比較














































  (1) 
（ sv :土粒子の平均速度 wv :浸透流の平均速度）実験で測定され
た sw vv − を式(1)より求められる sw vv − 、または測定値の限界動水
勾配 ci を同式の右辺に代入して得られる sw vv − と比較する。図 2 が
6 号硅砂、図 3 が 5 号硅砂を使用した実験結果である。土粒子の動き始めは実験値が理論値より大きく






























































岡山大学環境理工学部研究報告 Vol. 17   No.17-3-26 
一般廃棄物有料化による住民の意識改革ー岡山市と倉敷市を事例にー 
People’s Perceptional Change toward General Waste Disposal by Charging Fee: Cases from Okayama and 
Kurashiki Cities 
著者氏名 兼信将太 Syota KANENOBU 

































■ 卒論指導教員 ■ 環境管理工学科 生方史数 金枓哲 
■ キーワード ■ 岡山市 倉敷市 一般廃棄物有料化 意識と行動 
■ 所 属 ■  NSC 
人数(人) 割合(%) 人数(人) 割合(%)
燃えるごみに捨てる 6 17.6 19 44.2
古紙として資源ごみに出す 15 44.1 14 32.6
店頭回収をしている店に
持っていく 12 35.3 8 18.6
知らない 1 2.9 1 2.3
その他 0 0.0 1 2.3
合計 34 100 43 100
表１　家庭で紙パックを捨てる際、どうするか？
岡山市 倉敷市
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ナタネ栽培による農地有効利用とその課題 ―兵庫県洲本市を事例に― 
The Utilization of Abandoned Agricultural Land by Rapeseed Planting: A Case Study of Sumoto City, Hyogo 
Prefecture 
著者氏名 浜崎弘貴 Hiroki HAMAZAKI 
■ 概 要 ■ 
 






るプログラムである。2009 年には 44 の都道府県において NPO、自治体等が取り組んでいる。洲本市
では、旧五色町において 2001 年に菜の花エコプロジェクトによるナタネ栽培が取り組まれ始めた。搾
油用･景観用品種合わせて 5ha で開始した栽培面積は、2006 年の合併を期に急激に拡大し、2009 年に
は 100 件を超える農家によって取り組まれ、規模は 30ha になる。 
ナタネ栽培拡大の背景は 3 つある。1 つ目は、農業労働力の不足である。1980 年から 2005 年の 25
年間で農家人口は 3 分の 1 に減少し、11,387 人となった。農業従事者における 60 歳以上の割合は 48%
である。所有農地全てに農作物を作付けできないため、市への収穫作業の委託等、手間のかからない
ナタネを栽培した。2 つ目が収益性である。日本のナタネ生産費は 32,902 円で、大豆や小麦よりも費
用が低い。また、洲本市はナタネ栽培拡大のため収穫用コンバインの貸出、堆肥の半額補助等を行っ
ている。このため、洲本市のナタネ生産費は全国平均を大幅に下回り 16,000 円となっている。ある聞
き取り農家は 2009 年に 25a を作付け、最終的な収益は 14,354 円と黒字であった。3 つ目は実納小作料
(以後小作料)の下落である。米価の下落や担い手不足により全国的に小作料は下落している。さらに、
2008 年兵庫県の小作料は、全国で 2 番目に低い 8,648 円/10a である。洲本市においても、よほど優良
農地でない限り、小作料を納めてまで借りることは少なく、農地管理を目的に無料で貸し出している
者も多い。農業労働力不足の中、農地管理としてはナタネ栽培の利益のほうが高い。 
一方で、課題も山積している。洲本市では、ナタネ栽培に取り組み始めてから 9 年間、収量は 50～










■ 卒論指導教員 ■ 環境管理工学科 生方史数 金枓哲 
■ キーワード ■ ナタネ 農地有効利用 兵庫県洲本市 
■ 所 属 ■  兵庫県庁 
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旧大栄町における公民館の地域コミュニティに果たす役割 
The Role of “Community Learning Centers (Kominkan)” in Reviving Communities of Ex-Daiei Town 
著者氏名 吉田廉 Ren YOSHIDA 

































■ 卒論指導教員 ■ 環境管理工学科 金枓哲 生方史数 
■ キーワード ■ 旧大栄町 公民館 コミュニティ NPO 
■ 所 属 ■  JA くにびき 
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JR 岡山駅周辺の自転車駐輪の課題とその解決策 
The Problems and Their Solutions of Bicycle Parking around JR Okayama Station 
 
田口元寛 
Motohiro Taguchi  






























































































































































































図 1 JR 岡山駅周辺の放置自転車数の推移   図２ 岡山市における放置自転車の返還率   
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広島県府中市における地域活性化に関する研究 
～産業の観光資源化の観点から～ 





































 図１ 産業観光により地域活性化を実現できると思うか 





■ 所 属 ■ 
岡山大学 大学院環境学研究科 社会基盤環境学専攻 
 
